
２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

駅家学区(町・地区)まちづくり推進委員会 委員長 出原敬三 

    (問合せ先)   ０８４－９７６－５４１７（駅家交流館） 

事業内容 

ふれあい事業   神楽鑑賞（9/13） 親子で魚のつかみ取り、ポン菓子作り（9/21） 

         県警音楽隊による音楽鑑賞 駅家小学校全生徒（9/30） 

         天体望遠鏡で星の観察（11/15） クリスマスリース・門松・福笑いカレンダー作り（12/14） 

         ブレインストーミング（2/19） 演芸鑑賞（3/14） 

安心安全事業   子どもの通学路の見守り（通年） 交通安全活動（6/9） 

夏休み子ども見守り活動（8/23） 防犯被害防止活動（6/13 11/15） 

挨拶運動 駅家小学校前（11/4）駅家南中学校前（12/10） 

福祉事業     健康料理教室（10/2） スマホ教室（6月～12 月 合計 6回） 

体育振興事業   グラウンドゴルフ交流大会（10/28） スポーツ祭（12/7） 

         EKIYA ウォーキング（3/1） 

献血推進事業   献血（8/20.21 2/18.19） 

人権啓発推進事業 住民学習・講演（通年） 

自主防災推進事業 防災訓練・講演会（能登地震・豪雨）（11/23）  

         広島防災航空センター視察研修（12/13） 

コミュニティ育成事業 ごみ分別啓発・納税推進（通年） 

環境美化事業   福山ローズエネルギーセンター視察研修（6/25） 資源回収（9/8・2/9） 

文化活動事業   文化祭 EKIYA MIRAI 2025（9/20・21） 

まちづくり推進委員会運営事業 まちづくり事業運営、広報活動（通年） 

成 果 

【つながり】合うまちづくりと【成長】の後押しをテーマとして取り組みをした。 

孤立・孤独を生まない、誰もが自己存在感や自己有用感を実感でき一人一人が大切にされる地域を目指した催

事を執り行った。高齢者に対し、敬老行事において、文化祭にお茶席を開き、小学生の心温まる実筆招待状の

送付、お笑い芸人を呼んでの演芸鑑賞、笑いと楽しさ・仲間づくりの出来る集いの場の提供ができた。 

また、駅家の将来を担う人材育成（成長）については、地域との交流（EKIYA MIRAI2025、地域住民との清掃

活動、ウォーキング）、学校では学べない体験や経験（専門家による星の観察及び講演、生きた魚のつかみ取

り、ポン菓子つくり、クリスマスリース・門松・福笑いカレンダー作り）を行い、達成感の供与、友人との交

流の場の提供ができた。 

課題、解決に向けて 

新興住宅の方々がどのようにしたら地域に馴染み交流ができるようになるか、広域自治運営の難しさ（町内会

加入率低下や団体の解散）、一人住まい高齢者の孤立・孤独など様々な課題と直面している。 

各町内会の代表者約 50名でブレインストーミングを行い、課題に向けての新たな取組みについて話し合った。 

新たなテーマを掲げ取組みをしていきたい。 



 

 

   

   今年度のテーマは、お年寄り（集い）と子ども（体験）！！ 

毎年新しい風を地域に取り入れ続けるのが、ＥＫＩＹＡ ＭＩＲＡＩです。 

お年寄りはお茶席にてのんびり、子どもは魚のつかみ取りに一生懸命！ポン菓子も焼きました。 

他、模擬店・大道芸・スタンプラリー、風船ドーム、白バイ・パトカー・消防車・救急車の展示、 

健康相談・血圧測定、人権尊重のパネル展示、献血ＰＲ紙パネル展示、 

防災啓発資器材・写真展示、防災ぬりえ、北部環境課によるゴミパッカー車展示とイベント、 

小学生・中学生のポスター展示、地域文化展示・踊り・楽器演奏、他多数。 

来場者数 １，５００人突破！！ 次年度は２，０００人を目指します。 

   

【子どもたちへの体験】という思いで何をするか。 

創造性を養い楽しく遊ぶ、様々な体験を通して活きる力を育む、自己流の表現力をつける事を目的に、 

クリスマスリース（マカロニ・松ぼっくり等）・門松・福笑いカレンダーづくり、それぞれ個性のある 

作品が出来上がった。終了後は育成会によるクリスマス会を行い参加者全員で楽しめた。 

更なる進化を遂げる駅家文化祭 【 ＥＫＩＹＡ ＭＩＲＡＩ ２０２５】 
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